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令和４年度実施 男女共同参画推進事業報告 

市民生活部市民課人権啓発係 

 

1. 事業名 

「男女共同参画セミナー2022」の開催 

2. 実施期間  

【第１回】令和４年９月 10日(土) 

【第２回】令和４年 11月９日(水) 

3. 事業対象者 

佐渡市民 

4. 事業内容 

① 【第１回】テーマ「LGBTQ」 

議題 
（公財）新潟県女性財団地域セミナーin佐渡 

「～ＬＧＢＴＱ～多様な性について一緒に考えてみませんか」 

日時 令和４年９月 10日(土)  13:30-15:30 

場所 両津地区公民館 会議室（佐渡市両津湊 198） 

出席者 

 一般参加者 19名 

 講師 井浦 綾香さん、井浦さんパートナー 

 新潟県女性財団 小林常務理事、宗村氏 

 佐渡市市民課 倉内課長、本間係長、尾崎主任 

LGBTQの社会的認知と社会的理解を促進し、市民が正しい知識を持ち、誰もが違っ

て当たり前という多様性を認め合い、自分らしく生きやすい社会の実現を目指すこ

とを目的とし、当事者の方を講師にお迎えしセミナーを開催した。 
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② 【第２回】テーマ「アンコンシャス・バイアス」 

議題 
（公財）新潟県女性財団地域セミナーin佐渡 

「働く人必須！アンコンシャスバイアスを知っていますか？」 

日時 令和４年 11月９日(水) 13:15-15:15 

場所 金井コミュニティセンター ホール 

出席者 

 参加者 13名 

 講師 朝日 由香さん 

 新潟県女性財団 小林常務理事、宗村さん 

 佐渡市市民課 倉内課長、本間係長、 

 企業のリーダーがアンコンシャスバイアスについて正しく理解し、その影響や

抑制方法などを知ることで女性の活躍はもちろん誰もが活躍できる職場づくりに

ついて考えていただくセミナーを開催した。 

 

 

5. 事業効果及び効果検証の概要 

① 【第１回】テーマ「LGBTQ」 

前半は、講師ご自身や友人の事例をクイズにするなど、性的マイノリティについ

ての基本について説明していただいた。 

後半は、パートナーシップ宣誓制度について説明していただき、新潟市の制度や、

宣誓したことでできること、できないことなどについて説明していただいた。 

講師の経験等を基にした内容であったため、参加者は性の多様性について理解
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できたり、性的マイノリティについていろいろ考えられたりとよい機会になった

ようであった。 

② 【第２回】テーマ「アンコンシャス・バイアス」 

前半は、アンコンシャスバイアスチェックシートの記入や講師からの説明で自

身の思い込みに気づく時間を持った。 

後半は、グループに分かれ、記入したチェックシートを基にアンコンシャスバイ

アスについて気づいた点をシェアする時間とした。参加者は、それぞれの思い込み

等を共有し、無意識の思い込みに気づき改善することが重要であることを学ぶよ

い機会となったようであった。 

 

6. 目標達成度及び達成状況に対する評価 

① 【第１回】テーマ「LGBTQ」 

一般市民向けのセミナーということで、市報、ホームページ、SNS、市民メール

のほか、市の公共施設、温泉施設、スーパー等へポスターの掲示やチラシの設置を

行い、講師も SNSで発信してくださったところテーマに興味があったのか、過去２

年に比べると一般市民の参加者が多かった。また、WG メンバーや、相談業務など

を担当している職員に声掛けをしたところ参加してくれるも職員がいた。 

② 【第２回】テーマ「アンコンシャス・バイアス」 

企業向けのセミナーということで、市報、ホームページ、SNS、産業振興課のメ

ーリングリストによる周知のほか、建設業協会や中小企業家同友会に伺い直接依

頼したが、満足いく集客とはならなかった。 

 

7. 今後の課題 

① 【第１回】テーマ「LGBTQ」 

性の多様性については来年度以降も継続して啓発していく必要があると感じる。 

来年の人権展の講演会は LGBTQをテーマにする予定であり、また、新潟県女性財

団地域セミナーでは産業振興課と連携して企業向けの内容や、教育委員会と連携

して夏休み期間に教員を対象にするなど啓発に努めたい。 

② 【第２回】テーマ「アンコンシャス・バイアス」 

企業への啓発は来年度以降も継続していく必要があるため、今回の反省を踏ま

えて、来年度は産業振興課と連携し、地域振興セミナーと女性財団地域セミナーの

共催で開催する。 

 


